





行動遺伝学 (Neale and Carldon, 1992)とは，主として双生児データを利用することで，個人差
に対する遺伝と環境の影響を推定する学問である。これまでに，心理学・教育学・社会学・疫学な
ど，個人を対象とする学問で扱われる様々な表現型 (変数)に関して研究がなされてきた。推定の
ロジックは次の通りである。双生児には 1卵性双生児 (Monozygotic Twins; MZ)と 2卵性双生児
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(1.2)
となる。ここで，x1, x2 はそれぞれ，双生児の 1人目と 2人目に関する表現型 xを表す。添え字
のMZは 1卵性，DZは 2卵性を表す。分散が a2 + c2 + e2 となっていることから分かるように，
行動遺伝学では個人差を 3つの要因に分解している。これを ACEモデルと呼ぶ。パラメタは，以
下の目的関数を最小化することで求められる。
f =nMZvec(SMZ ¡§MZ)0W¡1MZvec(SMZ ¡§MZ)(1.3)
+ nDZvec(SDZ ¡§DZ)0W¡1DZvec(SDZ ¡§DZ)
ここで，nはペア数，S は標本共分散行列，W は重みである。パラメタ推定は構造方程式モデリ
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